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今出来ることを精一杯！ファミリンピック開催!!

Ⓡ

社会福祉法人 米沢弘和会
米 沢 市 簗 沢 3 0 4 6
TEL　0238（32）2234㈹
FAX　0238（32）2333　

この広報紙は植物油インキで印刷しています。
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今
年
２
０
２
０
年
は
本
来
な
ら
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日

本
に
と
っ
て
記
念
の
年
に
な
る
は
ず

で
し
た
。
で
す
が
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
」
の
世
界
的
流
行
に
よ
り

延
期
に
な
る
な
ど
、「
ま
さ
か
」
の

事
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の

日
常
が
戻
る
の
は
も
う
少
し
先
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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行
動
が
制
限
さ
れ
、
自
由
に
過
ご

す
こ
と
が
出
来
な
い
時
で
は
あ
り
ま

す
が
、
各
施
設
で
工
夫
し
「
今
出
来

る
こ
と
」
の
中
で
、「
あ
っ
た
か　
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う　

ほ
っ
と
す
る
」
を
皆
様
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
同

努
め
て
ま
い
り
ま
す
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ま
た
、
ご
家
族
の
皆
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に
も
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を
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ま
す
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力
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が
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ご
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す
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こ
れ
か
ら
徐
々
に
寒
く
な
る
時
期

を
迎
え
ま
す
。
皆
様
も
、
時
節
柄
ど

う
ぞ
ご
自
愛
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だ
さ
い
。�（
髙
橋
智
）

令和元年度  社会福祉法人  米沢弘和会
事 業 報 告 書
資 金 収 支 計 算 書

㉂ 平成３1年４月１日　㉃ 令和２年３月31日

科　　　　目 金　　額
事業活動収入計 ⑴ 1,745,675,465
事業活動支出計 ⑵ 1,636,671,445
事業活動資金収支差額 ⑶＝⑴－⑵ 109,004,020
施設整備等収入計 ⑷ 12,080,000
施設整備等支出計 ⑸ 147,565,182
施設整備等資金収支差額 ⑹＝⑷－⑸ -135,485,182
その他の活動収入計 ⑺ 157,360,000
その他の活動支出計 ⑻ 51,000,000
財務活動資金収支差額 ⑼＝⑺－⑻ 106,360,000
当期資金収支差額合計 ⑽＝⑶＋⑹＋⑼ 79,878,838

前期末支払資金残高 ⑾ 1,449,007,571
当期末支払資金残高 ⑽＋⑾ 1,528,886,409

事 業 活 動 計 算 書
㉂ 平成３1年４月１日　㉃ 令和２年３月31日

科　　　　目 金　　額
サービス活動収益計 ⑴ 1,731,760,695
サービス活動費用計 ⑵ 1,764,259,601
サービス活動増減差額 ⑶＝⑴－⑵ -32,498,906
サービス活動外収益計 ⑷ 13,914,770
サービス活動外費用計 ⑸ 3,410,073
サービス活動外増減差額 ⑹＝⑷－⑸ 10,504,697
経常増減差額 ⑺＝⑶＋⑹ -21,994,209
特別収益計 ⑻ 66,688,927
特別費用計 ⑼ 57,039,746
特別増減差額 ⑽＝⑻－⑼ 9,649,181
当期活動増減差額 ⑾＝⑺＋⑽ -12,345,028
前期繰越活動増減差額 ⑿ 2,929,517,725
当期末繰越活動増減差額 ⒀＝⑾＋⑿ 2,917,172,697
その他の積立金取崩額 ⒃ 106,360,000
その他の積立金積立額 ⒄ 0
次期繰越活動収支差額 ⒅＝⒀＋⒃－⒄ 3,023,532,697

貸　借　対　照　表
令和２年３月31日現在

資　産　の　部 負　債　の　部
科　目 金　額 科　目 金　額

流動資産 1,658,380,427 流動負債 284,171,520
固定資産 3,490,744,411 固定負債 219,868,861

負債の部合計 504,040,381

純 資 産 の 部
基本金 231,821,790
国庫補助金等特別積立金 453,129,970
その他の積立金 936,600,000
次期繰越活動収支差額 3,023,532,697
純資産の部合計 4,645,084,457

資産の部合計 5,149,124,838 負債及び純資産の部合計 5,149,124,838

老人保健施設
サンファミリア米沢

「あったか 叶う ほっとする」

　米沢弘和会ではホームページ上にて活動状況を報告しています。広報誌
では載せられなかった内容も随時掲載しておりますので、ご活用ください。

〈URL〉http://y-kouwakai.jp〈URL〉http://y-kouwakai.jp
お 知 ら せ

　コロナ感染症という未曾有
の事態の中、当法人でも外出
の自粛や集団活動の制限をせ
ざるを得ない状況になりまし
た。
　活動量が減るということは
運動量が減るということ。そ
れが長引けば当然筋力の低下
を引き起こしてしまいます。
そうならないために必要なも
のが「貯筋」です。
　「貯筋」とは、体に筋肉を

貯めることを言います。お金を貯める「貯金」と同様に、
蓄えておくといいことがあります。心にもゆとりが生ま
れます。
　違う点は、貯金は使えば減るし、使わなければ残りま
すが、貯筋のほうは、「使うと増える！　使わないと減
る！」ということです。
　加齢とともに体力は落ちていきます。病気をすると、
寝たきりになりやすくなります。それだけでなく運動不
足が続いても寝たきりになってしまいます。これに対し、
運動で貯筋した人は、体力の衰えのスピードを遅らせる
ことができ、長く元気に過ごせます。
　リハビリ課では利用者の皆さんが元気に暮らしていく
ため、「今の状況で出来
る最良のリハビリ」を検
討し実践しています。
　「新しい生活様式」を
念頭に、これからも「貯
筋」が進められるよう取
り組んでいきたいと思い
ます。
�（老健サンプラザ米沢・サンファミリア米沢  リハビリ課  髙橋）

“貯筋”で活発な毎日を“貯筋”で活発な毎日を

優勝、
おめでとうございます！

輪投げなどで
競い合いました。



サンファミリア米沢

「七夕祭り」

バスハイク

笹巻作り

納涼祭

デイサービス

「夏祭り」

令和２年３月～令和２年９月

暑い夏にこの一杯！最高です！！

巨大な石壁に皆さん
感動されていました。

おいしい食事でお祭り気分♪

神輿をかついで
「ワッショイ×2！」

七夕作成隊！
頑張りました！！

七夕とひまわり。
きれいです！！

中の飾りで「ハイ、ポーズ」

おいしいご馳走♪
いただきます！

お好みのものを
選んでいただきました♪

お祭りといえば
「射的」です♪

今年は特別な環境下。活動の制限がある中での
取り組みをご紹介いたします。山形大学工学部と

シートセンサの共同開発が始まります
山形大学工学部と
シートセンサの共同開発が始まります

～これからの行事予定・連絡版～～これからの行事予定・連絡版～

☆地域交流室（予定） 
▶10月2日㈮ 西部Ⅰ　西部コミセン
▶10月7日㈬ 西部Ⅱ　西部コミセン
▶10月8日㈭ 三沢コミセン
▶10月9日㈮ 田沢コミセン
▶10月14日㈬ 南部コミセン
▶10月16日㈮ 東部コミセン
▶10月21日㈬ サンファミリア米沢
▶10月23日㈮ 六郷コミセン
▶10月27日㈫ 中部コミセン
▶10月30日㈮ 松川コミセン

　11月以降も上記開催地区で燦燦サロン「プラス」を開催
予定です。
　詳細については、地域交流室（☎32－2234）までお問い
合わせください。なお、新型コロナ感染予防対策で参加人数
に限りがございますので、ご容赦ください。

燦燦サロン
「理事長の楽しい授業」より

特養サンファミリア米沢特養サンファミリア米沢

高畠町
「瓜割石庭公園にて」

高畠町
「瓜割石庭公園にて」

小野川足湯にて小野川足湯にて

老健サンファミリア米沢老健サンファミリア米沢

老健サンプラザ米沢老健サンプラザ米沢

デイサービスセンターさんデイケアデイサービスセンターさんデイケア

デイサービスセンター
サンファミリア米沢
デイサービスセンター
サンファミリア米沢

サンリヴェール米沢

ビアガーデン
サンリヴェール米沢

ビアガーデン

手際よく詰めていきます♪

皆さん、素敵な笑顔です。

今年も
いい出来だぁ

　この度、山形大学工学部の
時任・熊木・関根研究室が行っ
ている「シート型バイタルセ
ンサを使った介護見守りシス
テムの開発」へ、当法人に対
し協力の依頼がありました。
この事業は、文部科学省の「地
域イノベーション・エコシス
テム形成プロジェクト」の一

環で、高齢者の健康管理（呼吸・心拍等）や眠りの深さを評価する
ことを目指し、開発が進められています。そして今回、この実証試
験を老健サンファミリア米沢において行うこととなりました。具体
的には、マットレスの下にシートセンサを敷き、眠りの状態を測定
します。そして、解析した結果を基に実用化に向けた使用方法を検
討していく予定です。最終的には健康管理に加え、介護現場での「業
務の効率化・改善」をチームとして目指していきます。今後は、当
法人を選んでいただいた期待に応えていくことはもちろんのこと、
職員の更なるスキルアップとモチベーションの向上に繋げていきた
いと考えています。 （老健サンファミリア米沢　大武）

あったかくて
気持ちーなぁ


